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第
一
部
　
基
調
講
演
（
要
旨
）

日
本
の
覚
悟

～
大
変
動
の
世
界
～

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

鳥
　
　
信
彦

∴
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
　
元
旦
、
つ

ま
り
二
十
世
紀
が
始
ま
っ
た
時
、
当
時
の
報
知

新
聞
に
、
こ
の
百
年
間
で
何
が
起
こ
る
か
の
予

測
記
事
が
載
っ
た
。
無
線
電
信
電
話
や
今
で
言

う
エ
ア
コ
ン
な
ど
二
十
項
目
。
「
買
物
便
法
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
現
在
の
ネ
ッ
ト
通
販
や

通
信
販
売
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
現
代

で
は
十
四
項
目
値
は
実
現
し
て
い
る
。
当
時
の

人
の
構
想
力
と
い
う
か
夢
を
考
え
る
力
は
実
に

豊
か
で
あ
っ
た
。

ハ
＼
今
、
世
界
は
大
動
乱
の
時
代
。
経
済
で
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
ユ
ー
ロ
危
機
へ
と
依
然

世
界
経
済
不
安
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。
政
治
に

な
る
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
始
ま
る
中
東
の
革
命
、

欧
州
、
ア
ジ
ア
の
指
導
者
の
失
脚
、
政
権
の
交

代
な
ど
が
相
次
ぐ
。
中
国
は
習
近
平
体
制
、
日

本
は
安
倍
政
権
が
誕
生
し
た
。
社
会
的
に
見
る

と
資
源
の
豊
富
な
宮
裕
国
と
そ
う
で
な
い
貧
困

国
、
一
国
の
中
で
も
富
裕
層
と
貧
困
層
の
二
極

化
が
鮮
明
、
い
ろ
ん
な
国
で
混
乱
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

／
日
本
は
、
九
〇
年
に
バ
ブ
ル
崩
壊
、
そ
の
後

九
〇
年
代
後
半
か
ら
ネ
ッ
ト
社
会
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
社
会
と
な
り
、
か
つ
て
一
人
勝
ち
し
て
い

た
日
本
に
代
わ
り
中
国
、
韓
国
が
安
い
も
の
を

作
っ
て
市
場
を
制
覇
、
日
本
は
い
い
戦
略
を
出

せ
な
い
ま
ま
「
失
わ
れ
た
十
年
」
　
「
失
わ
れ
た

二
十
年
」
を
経
過
し
た
。

W
中
国
が
二
〇
一
〇
年
に
日
本
を
抜
い
て
、
世

界
第
一
一
位
の
G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
大
国
に
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
ド
が
二
〇
二
七
年
に
、
ブ
ラ
ジ

ル
が
二
〇
三
四
年
に
、
ロ
シ
ア
が
二
〇
三
七
年

に
そ
れ
ぞ
れ
日
本
を
抜
く
と
の
コ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
予
測
。

や
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
と
こ
ろ
は
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
。
成
長
す
る
た
め
に
は
欲
し
い
も
の
を
買

え
る
中
間
層
が
い
る
こ
と
が
カ
ギ
に
な
る
。
貧

困
層
と
富
裕
層
で
は
な
く
て
、
中
間
層
が
ぶ
厚

く
大
き
け
れ
ば
、
物
が
た
く
さ
ん
売
れ
る
。
中

間
層
と
い
う
の
は
、
日
本
円
で
可
処
分
所
得
が

約
五
十
万
円
か
ら
三
百
五
十
万
円
位
を
持
っ
て

い
る
人
達
。
こ
の
中
間
層
が
ア
ジ
ア
全
体
で
約

八
・
八
億
人
。
そ
の
う
ち
約
四
億
人
が
中
国
。

世
界
中
が
中
国
に
物
を
売
り
込
む
。

＼
∨
日
本
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
、

問
わ
れ
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
異
次
元
の
金
融

穏
和
、
財
政
の
機
動
的
出
動
、
そ
れ
か
ら
財
政

の
赤
字
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
第

三
の
経
済
戦
略
を
導
入
す
る
予
定
。
経
済
的
特

区
や
規
制
緩
和
と
い
っ
て
い
る
が
、
中
味
が
あ

い
ま
い
で
要
は
ど
ん
な
新
市
場
を
作
り
出
せ
る

か
が
大
事
。

㌧
今
、
日
本
は
「
第
三
の
国
難
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
第
一
の
国
難
は
江
戸
末
期
、
明
治
維
新

の
時
。
第
二
の
国
難
は
、
戦
争
で
敗
れ
た
一
九

四
五
年
。
第
三
の
国
難
と
言
わ
れ
て
い
る
と
き

に
、
日
本
は
覚
悟
を
き
ち
ん
と
決
め
て
、
ど
の

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
。

技
術
な
ど
点
で
は
優
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
集
め
て
面
や
立
方
体
に
し
、

一
つ
の
構
想
力
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
大
き
な

絵
を
描
く
。

ウ
「
人
柄
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
世
界
で
は
、
「
あ
あ
、
日
本
と
い
う
の
は
、

い
い
国
柄
を
持
っ
た
国
だ
な
」
と
、
国
柄
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
技
術

な
ど
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
ど
の
よ

う
な
国
柄
の
日
本
を
作
る
か
と
い
う
こ
と
が
世

界
で
存
在
感
を
増
す
こ
と
に
な
る
。

講
演
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
し
ま
　
の
ぶ
ひ
こ

一
九
」
ハ
七
年
慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
毎
日
新

聞
社
入
社
。
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
な
ど
を
歴
任
し
て

一
九
八
七
年
退
社
、
フ
リ
ー
と
な
る
。
先
進
国
サ
ミ

ッ
ト
の
取
材
は
約
三
十
回
に
及
ぶ
。
N
P
O
「
日
本

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
協
会
」
会
長
。

（
こ
の
講
演
の
詳
細
は
、
次
月
号
の
特
集
記
事

と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。
）


